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ら日本への輸出は11兆9660億円となっている。   
日本から見た場合、総輸入の21．0％を占める中国  
は最大の輸入相手国であり、またアメリカ（22．6％）  






















一67－   
点が全体の右側に多く配置されていることから、日  
本が中間財輸出に強い比較優位を持っていることが  
分かる。 一方、中国はチャートの上部に点が多く見  
られるので、中間財輸出よりも最終財輸出の国際競  


































もっているかを次にみることにする。   
商品分類ごとの比較優位を分析するには、国際競  
争力指数（貿易特化指数、NER）を用いる。  



















岬   
．町＋〟プ  
郎 世界市場におけ周の商品の輸出額  
叫：世界市場におけ周の商品の輸入額  
ただuは準国際貿易分類SfT（⊃ で1桁レベルの分類含まれる商占  
を用いる。貿易補完係数は輸  、ゥ■■ 、■■  lヽ．．．．．．．．＿ ＼．－．．．．．．＿   
出入品目の構成の補完度を探るためのものであるが、  
この場合、日本の中間財輸出、中国の中間財輸入に  
おいて、それぞれ東アジア域内の貿易と補完係数が  図1にある日本のチャートを見ると、指数を表す  























































成長にも不可欠な貿易関係となっている。   
ここで、筆者は日本・中国・東アジアの視点から  
そのメリットと課題を論じたうえで、日本と中国の  
















































もに、FTA という外圧を推進力として非効率な国有  
企業や不良債権を抱える国有銀行の改革など、国内  








































－7（ト   
だといえる。一方で、数多くの課題があるのも事実  東アジア地域の将来像を共有し、この地域の主要国  
で締結までに時間がかかることは否めないが、共同  として両国が協調してリーダーシップをとっていく  
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されることにより、生産性の高い域外からの輸入が域内からの輸入に代替されることを指す   
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